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Parti. 動 的 縮 約 法
§1･簡単な2変数モデル
4つの例に先立って,最も単純化した形ながら本質的な構造を見ることができる,次のよう


























































































([(eAl･ 82A2+-･)去 +(W.+eWl.82W2+･･)怠 ]2十u2.)
×(acos¢+EPl+-)















































(ま -L｡)冒-eLl言･M:諾 +N:詔 言 (3･1)
E(>0);微小パ ラメータ
を考える｡ここでEは分岐点からの距離であり,残 り2項の非線型性とともにこの場合に中立
モー ドを動かす摂動として働 くO 一般にn次元の力学系とし, Lo,1,M,胴まそれぞれ 1,2,3
階のテンソルである｡更に,Loの正規 (右)固有関数系を(電 L とおこうO即ち,
L｡完ノ-右完,(EJ,読)-1 forVy
分岐点 6-0でこのうち一対の固有値 jo,}岩が虚軸を横切 り,









































+eLli.+M : i .i .+2M : i .7 +N宣 .?.20














































































直交関数系で考えるのが最も便利であろうo そこで,線型積分演算子ゴ -凱 =f.･foを定義
すると,非摂動系で














































































動的 魂如郵 翁 中立モ ィ ､ 中立 モ 斗 (`こ加わ3枚幼
卓7.krJIov-Bo90LL.ubov 線煎緑動 (こ3,ヽナ5 ･糎 鮒 ft頑 ､泉 や励起
-仰 roFolskJ の樗指 他鹿 と杯婚 I_絹3')タトゥ･外書p紬盲 等 .
52_ 分山貢lこ31.t丹 ･/7luぎょ.17-らLaス.lレ
NeweIト 仙 ilehe,ld ･非紙叫 ま叫 1紬 の軸 b抽-榊.3Iヽ守の 7里主命 臨 界モー ド､
53.⊂hcLFh7an- EハS極 衝動 こ鍔が ･.性向%､卓 t.溝 もLT-J 哀厚.i離 .一郎 の不均一.fyIーのf空論 言?の′匝音
































































いた相似変換によ-て意-L(i)をま -A-Sll(孟 -L)S-言 (i)&､S~17-変換するこ
とで,(っまり常に¢(i-0)=0-引戻すことで)時間に依存 しないAの固有関数問題に帰
着できるわけであるoAの(右)固有関数系をi?lilとおき,対応する固有値 tlz)lは非縮退と































pl(@)- ｡鴇 ∠(o)日 .㌔ d ejz ¢`~¢′'招 ′) (6･5b)
=芸コ
となるoX｡の安定性及び項 ¢)のT一周期性により,pz(♂)(こよって言(♂)は¢--でr一周期


























l!.(孟 十% 2-スZ)pil'6両 ,･)完
--fliI.+S-1(¢i)jli(io(QL),io(Q,I))
より,
d¢i- =1+ n id≠
-1+∂wi(¢乙)十G(Qi,Q,･)


























































r(Qi-Q,･)- 享 I.TdtGi(汁 ¢i,t･Qj)
D-享J.TdlD(汁 Qi)
を用いて,






















S -1(6)7 -l雪 ｡ pl(Q, VQ,V 2¢,･･･)ち
と置き,最低次の運動方程式は,
通史 = yv2¢+p(押 )2d≠
ただし 〝…(?㌔,S-1Ds?.)









項 ･非線型項が全て釣 り合 う場合に,特徴的な時空間及び位相のスケールを求めると,それぞ
れ




























L(Q昔 霊 )-意 f(io(¢))+ci ･D旦d¢2
の(右)固有関数系である｡離散固有値をとるための要請として,lQI-∞ で0になる摂動のみ
を考えることにし,更に非縮退を仮定する｡最低次で











































































1 17.+A7 1-W? .+eWLl71+LOフ
+W苧M:7171+2WM:71才+W3N:71?lil
(1Li
十nW百 十 嬬 - Ai十(高次項 )
















-I-.7 -W2(M ‥7 11声 音 )
… 二 tZ:0,1初 (W)7Z(@)
-322--
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t i; Z'=t; (iQOl'(;;;'ot2'('t,7 1'{'Ql't''雛 )) (11･2)
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